
 

 

成績概要書 （2009年 1月作成） 

研究課題：酒造好適米「吟風」「彗星」の栽培特性と品質改善対策 

 （多様な米ニーズに対応する品種改良ならびに栽培技術の早期確立 2.多様な米品種の開発促

進と栽培技術の確立 2）高品質酒米生産のための肥培管理技術の確立） 

担当部署：上川農試 研究部 栽培環境科、中央農業試験場 生産研究部 水田・転作科 

協力分担： 無し 

予算区分：受託（民間） 

研究期間：2004～2008年度（平成 16～20年度） 

 １．目的 

 酒造好適米「吟風」と「彗星」の品質実態を明らかにし、一般の主食用米とは異なる形質が求められる酒

造好適米の栽培特性を解明し、品質改善対策技術の確立を目指す。 

２．方法 

[品質実態調査] 

1）調査年次：2006～2007年 2）供試サンプル：北海道産酒米（2006年：66点、2007年：72点）および本

州産酒米 3）分析項目：タンパク含有率、千粒重、心白発現率、アミロース含有率、無機分析等 

[栽培試験] 

1）試験年次：2004-2008年 2）供試品種：吟風、彗星、きらら 397 3）供試圃場：中央農試、上

川農試、上川現地、留萌現地 4）苗の種類：成苗ポット、中苗マット、稚苗マット 

5）窒素施肥量：0～20 （うち側条 0～6）kgN/10a 6） 栽植密度：18.5～33.3株/m2   

7）移植日： 5/20～6/10   8）収穫日：出穂後平均気温積算温度 900～1 300℃ 

３．成果の概要  

1）品質実態調査の結果、「吟風」「彗星」のタンパク質含有率や千粒重、心白発現は年次間や産地間の

変動が大きかった。優先するべき改善点はタンパク質含有率および千粒重と判断した（データ略）。 

2）標準的な府県産酒造好適米と同等品質を目指し、品種特性や品質実態を勘案した結果、品質目標

は「吟風」はタンパク質含有率 6.8%未満、千粒重 24g以上、「彗星」は 6.8%未満、25g 以上と設定する。 

3）品質目標を満たす「吟風」「彗星」の生育は「きらら 397」に比べ、茎数や穂数、総籾数が明らかに少な

かった（表 1）。このため、新たな「吟風」「彗星」向けの生育指標が必要であった。 

4）品質目標に対応する「吟風」「彗星」向けの生育指標は、いずれの品種も幼穂形成期茎数が 520本

/m2、穂数が 500本/m2と設定した。同様に、総籾数は「吟風」28千粒 /m2「彗星」27千粒 /m2、精玄米

重は「吟風」590kg/10a「彗星」610kg/10aと設定した。 

5）出穂早限算出に利用される出穂前 24日以降 30日間日最高最低平均気温はタンパク質含有率およ

び千粒重と相関があり、品質目標のため「吟風」20.5℃、「彗星」20.0℃以上が必要であった（図 1）。 

6）上記の気温を満たし、さらに「吟風」「彗星」の収穫適期である出穂後の平均気温積算温度 1050℃か

ら 1100℃を確保できる出穂日は、上川中央部で 7月 6半旬、空知中南部で 7月 6半旬から 8月 1半

旬であった（データ略）。この出穂日に対応する移植日は、上川中央部において成苗を移植する場合

で 5月 6半旬、中苗で 5月 20 日頃、空知中南部で成苗の場合は 5月 5半旬～6半旬である。 

7）用量試験の結果から、窒素ならびに加里の施肥量は施肥標準量が適当である（データ略）。 

8）側条施肥は初期生育が向上しタンパク質含有率が低下した反面、千粒重が低下する場合があった

（データ略）。側条施肥の導入は、タンパク質含有率低減が優先される場合に有効である。 

9）初期生育不良の時、栽植密度の増加によりタンパク質含有率が低下した反面で千粒重が低下した

（データ略）。栽植密度は初期生育不良の時、機械移植基準上限まで高めることが有効である。 

10）産米品質区分から推定される品質低下要因を示した（図 2）。次年度以降の改善対策の参考となる。 

以上から、「吟風」「彗星」向けの品質目標と生育指標ならびに対応する栽培技術をとりまとめた（表 2）。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 成果の活用面と留意点 

  1） 酒造好適米生産現場に活用する。 

  2） 移植日を調整する際には、苗を老化させないよう育苗計画に留意する。 

5. 残された問題とその対応 

  １） 心白の発現・変動要因の解明と対策技術の確立   

図 2 産米品質区分から推定される品質

低下要因 （模式図） 

表 1  品質目標を満たした区における水稲生育     

     の平均値 

注） 「吟風」「彗星」は品質目標および出穂前 24 日以降 30 日間最高最

低平均気温と不稔歩合の目標値を満たした区。「きらら 397」はタン

パク質含有率6.8％未満、千粒重22.0ｇ以上を満たした区 
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質含有率ならびに千粒重に及ぼす

影響 

 （○：上川農試、△：中央農試) 

表 2 道産酒造好適米の品質目標と生育指標ならびに 

    対応する栽培技術 
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上川中央部：5月6半旬頃（成苗）
　　　　　　　　5月20日頃（中苗）
空知中南部：5月5半旬～6半旬（成苗）
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　空知中南部：7月6半旬～8月1半旬
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